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中国の鉱物資源⑥一鉛⑧亜鉛鉱床(続)一

古宇田亮一(鉱床部)

��捨�何�

中国の主要鉛･亜鉛鉱床

五部鉱山はむしろ網状脈鉱床と言えるかもしれない.

中国の鉛･亜鉛鉱床の大多数はしかし石灰岩に伴う

層状鉱床である､これには花嗣岩を伴うものとまっ

たく火成岩と縁カミ無いものとがある.以下大規模な鉱

床をいくつか見よう.

①水口山鉱山(武内,1979;王1983;湖南省南部)

明代からの古い歴史を持つ･出鉱量では中国最大の

鉛･亜鉛鉱山･鉱床は花崩閃緑岩に接する二畳紀石灰

岩申に東西約1kmのr不規則パイプ状｣をなし厚さは1

～30mで方鉛鉱･閃亜鉛鉱･黄鉄鉱を主とする･1976

年に発見された新鉱体は二畳紀石灰岩の背斜部に胚胎す

る2枚の層状鉱体で上層が860m×550mx4.36m下層

カミ900m×550m×8.44㎜である(長さ×幅×厚さ).その平

均品位は鉛:3.6%亜鉛:6.4%である.旧鉱体は

鉛プラス亜鉛:11%銀:369/tで新中国建国までに

麗採掘1000万トン現在でも従業員1800人で年産40万ト

ンである.流体包有物爆裂温度は鉛･亜鉛鉱で250～

310℃黄鉄鉱350～360℃で硫黄同位体は斗1.9%δ3里S

である･なお新鉱体は赤色砂岩におおわれる潜頭鉱床

でどの花陶岩体からも離れている.

ユタソツアイ

②魚塘案鉱床(王育民,1983;湖南省西部)

規模･品位などは不明･カンブリア紀の藻類礁性石

灰岩相の分布に一致して層状鉛･亜鉛鉱床か分布する.

流体包有物充填温度は130℃硫黄同位体は斗25.9%δ84S
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水口山鉱床付近の地質概念図Gr:花闇岩

類,Pm:二畳系,Jr:ジュラ系,Cr:白亜素

火口山舷依淋杜旺
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水口山鉱床付近の地質断面図Pmls:二畳

紀石灰岩,Pmss:二畳紀砂岩

第1図湖南省水口山鉱床(武内1979)

太線で鉱体を示す
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第2図

湖南省西部魚塘繋鉱床(王1983)

スケｰル･規模などの記載はない.

地質ニュｰス352号�
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第3図遼寧省東北部関門山鉱床(Maeta1.,1979)

1:苦灰岩2:水平層のカルスト砂層岩(含

鉱床)31石英脈

③関門山鉱床(Ma,1979;遼寧省北東部)

カルスト地形に強く関係する特異な石灰岩中の鉛･亜

鉛鉱床である･この石灰岩は部分的に火山砕屠岩をは

さむほかは目立った火成活動を伴わない･母岩は苦灰

岩(マグネシウムを含む石灰岩)で14～15億年前つまり

原生代後期のもので急傾斜角を持って東西系を軸に福曲

している.ジュラ紀の石炭層を抜く断層が北東系及び

北酉系に発達してところにより閃緑岩脈を伴うことが

ある｡このことからカルスト地形もジュラ紀以後に生

じたと見られる.鉛･亜鉛鉱床は溶食洞穴に埋まる角

礫層と共に生成する(図3).その規模は巾700mくら､

いで長さは不規則だが数kmの範囲にある･鉛･亜鉛

比は2:5である.流体包有物充填温度は75～155℃

という低温で平均は100℃ぐらいである.硫黄同位体一

は十14･2～27-1%δ34S(平均22･5%δ畠4S)と重い.この

ことからミシシッピｰ型船･亜鉛鉱床と比較される.

鉱床鉛の年代測定によると19～20億年前で基盤の年代

に等しい･長春地質学院の研究者は原生代の堆積物

から重金属が溶け出し中生代後期の燕山期にカルスト

形成に伴って鉱床ができたと説明している1

④帆口鉱床(三島敵氏;広東省北部)

母岩はデボン紀から石炭紀に及ぶ石灰岩で小さな輝

緑岩脈以外に付近に火成岩を見ない･鉛11%亜鉛

5.5%の高品位で確認埋蔵量2850万トン他に硫化鉄

カミ単独で760万トン下部にある.1968年から開坑して

おり1977年までに187万トン掘っており現在の出鉱

量は毎日1200トン程度中国一の鉛･亜鉛鉱山にすべく

日本の企業と技術提携をしている.

1983年12月号

中国の鉛･亜鉛鉱床の成因

鉱床成因論は鉱床記載という絶対の事実によって帰

納的に鉱床形成の原因を解釈する論理学又は哲学である.

鉱床成因論は未知事実の予想をたてる所にその目的があ

る点では探査理論と似ている･鉱床探査理論は必ず

しも成因にこだわらずに既知事実の帰納からあるべ

き鉱床の場所を推測する･そのため試行錯誤性がより

強い.

尭在までに中国の鉛･亜鉛鉱床の成因をまとめた文

献として王(1983)が唯一であろう.これによると

4つの基本型に分類される;1)熱水交代型2)層準規制

型3)火山型4)断裂型｡この文献ではあらかじめ

特定の鉱山とそのタイプカミ前提にあるらしくそれらを

並べたにとどまるが少し説明を加えよう.

1)熱水交代型船･亜鉛鉱床

マグマと大陸地殻が混熔して生じ｡た浅成の中～酸性花

陶岩類と堆積成炭酸塩岩類とのめぐり合いで生じたとす

る.マグマから熱水が発散しそれが炭酸塩岩を交代

してスカルン鉱物を生じたり不規則又は層状の鉱床を

生むという.水口山鉱床が代表例.

2)層準規制型船･亜鉛鉱床

浅海成炭酸塩岩や砂層堆積岩中に層状又はレンズ状あ

るいは脈状で産する.普通1～2層の場合が多く10枚

以上も鉱層カミ認められるものは少ない.これには純然

写真1

岳飛像(杭州岳飛廟にて)

中国の人物像は仏像も含めて巨大なものが多い.

いかにも大陸の中国らしい･岳飛は杭州に都を

置いた南宋の武将.北からの侵入者金軍を迎撃

して数々の輝かしい勝利をおさめた民族的英雄

で明･清時代を通じ今でも人気が高い.岳飛の

戦功カミ金との和平を壊すと恐れた宰相秦檜によ

って悲運の獄死を遂げた･その愛国の情を傾け

た漢詩満江紅は日本でも有名である.�
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たる浅海堆積物としての鉱層潟湖堆積物で頁岩類との

境に鉱層のあるものマグマ水･循環地下水による層状

又は脈状の交代鉱床(ミシシッピｰ型に似るもの)変成

岩に伴って交代したものカルストに伴うもの地表の

漂砂鉱床のような類を含める･代表例としては魚塘

棄･関門山･帆口の各鉱床があげられる.

3)火山型船･亜鉛鉱床

中～酸性の火山岩に密接に伴う層状･レンズ状･脈状

の鉱床で海底火山に伴う噴気堆積型鉱床や陸上火山

に伴うもの安定地塊の陸上カルデラ火山活動に伴うも

のそして斑岩銅鉱床に伴う鉛･亜鉛合計品位2%以下の

レンズ状･脈状鉱床カミある.海底火山に伴うものは中

国西部に有り詳しいことはわからない.五部鉱床は

カルデラに伴うカミこのタイプの鉛･亜鉛鉱床は華南の

太平洋沿岸域に限られ規模も小さい.斑岩銅鉱に伴う

ヤオアソ

ものには雲南省北西の挑安鉱床カミあり規模はあるが交

通の便が悪い.日本と同じ大きさの人口が住む四川省

のすぐ南に接するので四川省の産業が発展すれば有望

になるだろう.

4)断裂型船･亜鉛鉱床

周辺岩石の鉛･亜鉛含有量が高いところで断裂が発生

しマグマの熱で雨水が循環して割れ目を埋めたと説明

する鉱床､周辺岩の含有量が高く酸素同位体カミｰ

0.52～一4.1%δ･80であることからこのように考えてい

る･巾広い破砕帯を充填するタイプと複数脈が並走

し構成元素が分帯するものがある.後者の例ではPb-

Zn-Sn一石英一蛍石脈Cu-Pb-Zn一石英一重晶石一蛍石脈

写真2

r忠を尽くして国に報いる｣(岳飛廟にて)

新中国になってさらに誇らかに愛国主義が掲げ

られた.中国人の心の支えの底流が読みとれよ

う.このように皇帝を柱とする国のために尽く

すエリｰトが活躍し出すのは宋代以後･皇帝が

最終試験に面接して彼らをとり立てだからとい

う.

Au-Ag-Pb一石英脈が並走するという｡

王(1983)の解説は以上のようだかこれはむしろ探

査理論と呼ぶべきだろう｡しかし不充分な点もまだ

ある.例えば水口山鉱床の新鉱体は従来考えられて

いたような花商岩との接触部ではなく地表は赤色砂

岩カミ覆うだけである.武内(1979)が疑問を挺した如く

亜鉛の地球化学探査も一般に有効でなく電気探査も白

亜紀赤色砂岩中に石炭層を挟んで有効でなく探査に打

ったボｰリング位置はr二畳紀堆積岩の地質構造から

決定した｣というだけではどのような作業仮説･探査

理論に基づいているのか誰しも釈然としないであろう.

最大の水口山鉱床ですらこのように疑問カミ多い･

さて成因を考察するには当然のことながら事実の記

載カミ重要であるがこれには二つのレベノレがある.中

国で見聞していてその混同が感じられた.これは大

変に重要匁事と思うので触れておきたい.まず第一に

誰も異議を唱えぬ確実なレベルと第二に地質家の解釈

も入るが事実として尊重すべきレベルとがある.

第一の記載レベルは①鉱石の化学分析値･鉱物組合

せ･組織･構造②母岩の化学分析値･鉱物組合せ･組

織･構造③母岩の変質･変成鉱物などを確実に記載す

ることである.これは一見容易そうにみえるが確実

在地質環境がわかった試料を手に入れる作業は大変底根

気と忍耐そして鋭い観察眼が要る.一朝一夕に出来る

ことではない.単に石をひろってくるだけでは困るの

だ･その化学分析などの処理も慎重に方法を選び高

写真3

秦檜夫婦の鉄座像(岳飛廟にて)

牢に正座させられ頭を垂れているのは南宋の民

族英雄･岳飛を処刑した宰相夫婦.和平によっ

て南宋の延命を計ったのだ牟願る人気が悪い･

今でも観客の中には柵をのりこえ平手打ちした

り唾を吐きかける者を目撃する.明･清時代を

通じて現代までこうして人友の憎しみの対象と

なっている.文字の他にも中国は色々な手段で

記憶を子孫に伝えようとする好例である.

地質ニュｰス352号�
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度な機器を操作し在ければならない.一般には試料操

取と分析は分業した方がよいと言われる､これは各

々が別の能力を要求されるからである.

第二のレベルは④鉱床の層序に占める位置⑤岩石

類型の区別⑥榴曲断層構造･堆積盆地構造･カルデラ

構造･リフト構造の区別を自由な空想的解釈を排除し

て可能な限り確実校事実を元に組立てる努力である.

これも相当禁欲的作業を強いられる.

以上二つのレベルを確実にしておかないことにはそ

の上に成り立つ成因論も砂上の楼閣になりかねない.

坑内スケッチと採取サンプルの記載という地球で大変骨

の折れる作業技術についてまだ中国には発展の余地が

あるのではないだろうか.

鉱床の成因では特に起源が重要である･筆者は深

成岩に伴うニッケル･クロムなどの正マグマ性鉱床や

漂砂鉱床泥質堆積物に吸着する重金属濃集などを一次

形成鉱床又は一次濃集と呼ぶ･また一次濃集をさら

に溶かし出した地下間隙水が移動して割れ目に鉱脈を作

ったり噴出して堆積鉱床を作るとか二次濃集を溶かし

てかき集めたマグマ活動により交代脈を形成したりあ

るいは風化によって一次濃集を残留させる形で再濃集

するような鉱床生成を二次形成鉱床又は二次濃集と

呼ぶ.当然同様にして三次･四次……といくらでも出

てこようカミ皆二次濃集に含めよう.すると鉱床成因

論は一次濃集･二次濃集のメカニズムを区別して明ら

かにすると共に二次濃集による変化も考察する必要カミ

写真4古塔(国清寺にて)

石造りの高い仏塔は華南で典型的に見られる.

現在では崩壊がひどく中を昇ることはできない.

1983年12月号

ある.

起源とは一次濃集に至る過程である.ところが

本来宇宙は不均質に出来ており地球も例外ではない.

濃集とはある均質な標準を想定しなければ出てこない

概念である｡その標準は可変でよいが相対的に均

質に近づくことが必要である.そのよう底ものはある

かPある.それは第一に海洋水などの水溶液系であ

り第二にマグマのような珪酸塩熔融系である.

紀元前640年頃ギリシヤの哲人タレスはr万物は水

である｣と考えた.ゼノン(BC340～270)はr万物は

火｣と考えた､これが20世紀に至る水か人かの論争

の元になった.アグリコラ(1494～1555)が鉱床は地球

を循環する水によりできたと考えデカル下(1596～

1650)が地球内部から上昇する溶液によってできたと考

えたのも又ハットン(1726～1797)は熔融マグマが鉱

床を生むとしたのにヴェルナｰ(1749～1817)は地表から

割目に入った水が循環して鉱床ができると論争したのも

写真5修行僧の像(国清寺)

巨大で金色に輝く仏像は中国らしい.新鮮であ

る.

写真6三尊像(上海･玉仏寺にて)

上海にも多くの仏寺カミある･しかし杭州の仏様

ほどふくよかではない･どの仏様も新しく輝い

ている.�
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タレスVS.ゼノンの論争を繰り返した

ようなものであろう.

しかし要は均質化する媒体にあるの

ではないか｡それカミ水溶液系か珪酸

塩熔系かは場合によるだろう.水か

人かを無節度に選択すればよいもので

もあるまい､水も火も含めて全面的

に地質過程を考察すべきだろう･王

(1983)もこの立場は同じと見受けら

れる.またここに鉱床成因論のユニ

ｰクな面白さがありそうである.

鰍脇黄鮒

華南沿岸域の鉛･亜鉛鉱床の起源は

どこにあるのか.筆者は未解明の基

盤に注目する.母岩と在る燕山期人

一.r一.一｢.一一一

山岩の分布の西方には古生代以前の石一μ一〃一〃

灰岩を含む堆積岩カミ厚い.当時浅海第4図

.域にあった'と考えられる.水口山や

ン.

帆口鉱床は浅海成石灰岩中にある.

一次濃集メカニズムとしては当然海水からの重金属吸

着･沈澱カミ者えられよう･それは堆積後に石油塩水が

現在も移動するように地下を移動して二次濃集する.

あるいはマグマの寄与もあるだろう.一方燕山期火山

岩の分布の東方は大陸地殻カミうすい･現在の海洋底重

金属がたまるようなことも起きて不思議ではない.太

平洋の重金属泥は伸張場で海水が循環しつつ二次濃集し

ていると考えられる.もしリフト帯形成が推定される

ならこの可能性も見ないわけにはいかない.

五部鉱床が多量の炭酸マンガンを伴うことは下に炭

酸塩岩の存在か想定できるかもしれ狂い｡作業仮説と

して燕山期火山活動は基盤の石灰岩性鉛･亜鉛鉱床の

二次濃集過程をもたらすと考えよう.すると現在地表

でみられる“断層"に伴う網状脈鉱床は二次濃集に伴う

拡散で生じた深部鉱床の示唆現象とも考えられよう一

その直下に石灰岩性鉱体カミあるのかあるいは水平成分

を持っ溶液の移動によるのかは定かでない｡このよう

に仮説を立てることによってベトナム北部一北京を結

ぶ大構造線東方の鉛･亜鉛鉱床の大半が統一的に説明で

きるのではないかと考えている.

図4は福建省の主要金属鉱床の硫黄同位体である.こ

こには色々な時代の色々な重金属鉱床が知られており北

は断江の火山性鉛･亜鉛鉱床と通じ南は広東の石灰岩

性鉛･亜鉛鉱床に通じ西は江西省南嶺花開岩に伴うタ

ングステン鉱床に通じる･しかしそのほとんどの硫黄

同位体がO～十6%の範囲に入る｡これを読者は如何

にお考えになるだろうか.

九幽的
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中国の鉛･華鉛資源について解説したが悠久の歴史

を誇る中国の文化遺産と人々についてもその一端を御

紹介してみた.

r+年内乱｣時に破壊の対象になった文化遺産も現在

の中国では修理･保存が進んでいる｡それにしても中

国人の記録･保存にかける熱意はすごいと思う.文物

のみではたい.山東省曲阜には10万人もの孔子の子孫

が2000年以上も先祖の墓を守っているという(再嶋,1983.

5.2.)1曲阜を首都とする魯国をおこし西周初期の

治世を固めた周公旦の覇も曲阜に残っていたが紅衛兵カミ

破壊したそうだ.現在その残石に次の詩句が刻まれて

いるという(西嶋,1983.による:脚註参照);

万悪四人擢十年遅逆狂少昊像顔砕魯故城折光

三礼大破段周廟受遭殊賊罪臭千載歴吏謙巨好

首兇陳伯連作イ長講厚蘭由比残石在鉄証代代伝

この銘もまた奏檜夫婦の正座像のように永く残され

伝えられていくのだろうか｡

謝辞:南京地質鉱産科学研究所の李文達副所長には中国滞在中

の御世話をいただいた.工業技術院国際協力課阿部忠寿課長

在北京目本大使館管野道雄参事官には訪中の全般にわたり御世

話いただいた.三井金属鉱業(株)三島敵氏には帆口鉱床につき

御教示いただいた･小論の全般にわたり地質調査所石原舜三企

画室長の御指導を賜った･以上の方々及び南京地鉱研･工業技
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術院国際協力課･地質調査所海外地質調査協力室の皆様に厚く

感謝申し上げる次第であ争.

脚註(内容)

｢万悪をおかした4人組が10年間も反逆して狂い

少昊(伝説の帝王)像の頭をうがち

魯の故城の輝きも失せた.

三礼(孔子廟･孔府･孔林)は大きくこわされ

周公旦の廟すら受難にあえいだ.

好賊どもの罪過は千年も異臭を放ち続けるほどだが

歴史はあの巨大な悪党に天謙を下すだろう.

暴凶な首魁陳伯達とその手先の謹厚蘭のやからよ･

この石カミ残る限りは

鉄のようにゆるがぬ証明を子々孫々伝えるだろう.｣

なんともすごい話しだ.わが国も隣国に迷惑をかけたことカミあ

ったがやはり代々伝えられていくのだろうか.
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